
2018年1月21日  週間メッセージ祈りのカード           (資料提供: インマヌエル・ソウル教会  http://www.darak.net、 htpp://www.jcking.net) 

産業宣教：OMCと第1、2、3のRUTC時代 (2)－ プサン連合会礼拝 －

「神様の隠れた計画」(使1：3) 

聖日１部：モーセの霊的癒し (出3：10－18) 聖日２部：イテロの霊的サミット献身 (出18：21－27) 伝道学：伝道者の生活と第1、2、3のRUTC運動 (2)「真の伝道者たち」(使

1：14) 

 

1．できないことに挑戦 

1) 神様が造られた私 (使1：1) 

2) 神様が与えられた私のこと (使1：3) 

3) 神様が与えられた私の現場 (使1：8) 

 

2．だれも行かない場所 

1) 落とし穴 (創3章、6章、11章) 

2) 枠 (使13章、16章、19章) 

3) ワナ (ヨハ8：44)  

 

3．世の人々はできないこと 

1) 霊的癒し 

2) 霊的サミット 

 

 

 

核心：レムナントデイ（学院福音化）コリント人への手紙第二 

 

 

1課 誤った者を赦す(Ⅱコリント2:5～11) 

1.伝道者のために祈る理由があります（Ⅱコリント1:1～11） 

2.誤った者を赦す理由があります 

3.クリスチャン（または伝道者は）は二つのキリストのかおりを放ちます

（Ⅱコリント2:12～17） 

 

2課 土の器に入った宝(Ⅱコリント4:1～15) 

1.私たちは落胆する必要がありません（Ⅱコリント4:1） 

2.私たちは、宝を土の器に入れています（Ⅱコリント4:7） 

3. 私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています

（Ⅱコリント4:16） 

 

3課 蒔いた分だけ刈り取る(Ⅱコリント9:6～15) 

1. Remnantは子どもの頃からの献金について勉強しなければなりませ

ん（Ⅱコリント9:1～5） 

2. 蒔いた分だけ刈り取ります（刻印、根、体質） 

3.信徒たちを慕うようになります 

 

4課 パウロの誇り(Ⅱコリント12:6) 

1.福音を誇りました（Ⅱコリント11:1～15） 

2.苦難を受けたことを誇りました（Ⅱコリント11:16～33） 

3.弱いことを誇りました。 

＊序論 

▲神様はなぜ神様の民を奴隷でみじめにさせて、モーセをこういう状況

に置かれたのか。神様は今エジプトで話す成功より、みなさんが神様

と関係なしで多くの努力をして成功したことより、何万倍になることを準

備しておかれた。これを今イスラエルの民が誰も考える人がいないの

だ。それゆえ、神様がモーセをホレブ山で呼ばれたのだ。これは80年

ぶりに神様の前に立つ契約の時間だ。イスラエル民族を連れていけに

えをささげに出なさいという話は、80年前にお母さんから聞いた話だ。

驚くことだ。契約は変わらない。みなさんは、揺れたり勘違いしたりして

はならない。いよいよホレブ山で神様が造られた私、私のこと、私の現

場を知らせてくださったのだ。 

 

1.出3:5、くつを脱ぎなさい!→ ホレブ山で過去のすべての傷をいやす契

約を握りなさい。 

▲まず最初に起きたことが出3:5節だ。「あなたの足のくつを脱げ。あなた

の立っている場所は、聖なる地である。」エジプトで、イスラエルで、く

つを脱ぐということは、くつは身分を言う。今、世界を殺しているエジプ

ト、奴隷になったイスラエル、完全にみじめになったあなたの過去の王

宮の40年は間違ったことだ。40年、ミデヤンでもがいたことではないと

いうことだ。くつを脱ぎなさい。 

▲今は完全に抜け出すいやしを受けなさい。みなさんが今日、多くの違っ

たことに対するくつを脱ぎなさい。ホレブ山で過去のすべての傷を清算

したのだ。国家ほろびました、家庭みな破壊されました、養子でしょう、

王宮のなかで40年間成功しようとしたけれども、できなかったのです、

40年間ミデヤンで待ったがそのままだった。そこで、神様がおっしゃる

のに「あなたのくつを脱げ！」神様の契約、神様の御声、神様の力でな

くては解決できない。この契約の時間になることを望む。 

 

2.出3:16-18、いけにえをささげに行きなさい!→ 血の契約 

▲出3:1-10、わたしの民が受けている苦難を、わたしが見たと言われた。

16節、この話を長老たちに行って伝達しなさい。長老とともに行きなさ

い。18節、パロ王の前に行って話しなさい。すべての呪いを終わらせた

キリストの契約をみなに話しなさい。わたしがあなたをいやす者として

たてるということだ。みなさんが少し困難がきても契約を握りなさい。み

なさんが霊的状態が準備されれば、少し後に答えがくる。レムナントが

礼拝できるならば成功する。これは医学、科学より、学校、塾より重要

だ。モーセに回復させた血のいけにえを単にするのではなくて、民に

話して王にしろということだ。 

▲ところで不可能な状況だ。それゆえ、モーセが私がどのようにするかと

言った。そのとき、神様が「わたしは主ある。『わたしはある』という者が

話したと言いなさい」自らある者は主しかおられない。どれくらい重要

な時間なのか。霊的なことは教えるということより、伝えられる。 

 

3.出3:19-22、サミットの契約を握りなさい! 

▲わたしが強い手であなたとともにいる。今日、サミットの契約を握りなさ

い。今から行く所ごとに神様の計画が明らかだが、だめなこと、それを

握りなさい。挑戦しなさい。まちがいなく勝利する。神様の絶対計画を

見て握りなさい。モーセがいやされたように、サミットの契約を握ったよ

うに握ることを望む。 

＊序論 
▲私がイテロ長老のように献身させてください！エジプト時代に最も
重要な献身をした重職者がイテロ長老だ。イテロのような重職者が
私たちの教会にたくさん起きて、全世界を生かすことができますよう
に！聖日に教会にくる時ごとに今日も新しい恵みを与えてくださ
い！行く所に神の国が臨むように働いてください! 

▲献身の中で一番良い献身が霊的サミットへ行く献身だ。未信者はお
金を儲けなければならない、お金がなければならないと教える。私
は絶対に私たちの次世代にそのように教えるつもりはない。私たち
は次世代に本当にこれが必要なのか。本当に必要ならば金を借り
てもすべきだ。本当に必要ないことはしてはならないことを教えな
ければならない。時刻表ではない時ではないことを教えなければ
ならない。 

▲聖書は世の中の人々より何万倍もある祝福を教えている。霊的サミ
ットの祝福だ。これを味わうのが献身だ。 

 
1.歴史上唯一の時刻表の献身をした。 
▲何の献身をしたのか。 

1)モーセを婿とした。モーセを保護したのだ。 
2)使徒2:1-10の契約の成就だ。本当に契約を持っているならば行く
所ごとに生かされる。そうすれば、お金も付いてくる。 
3)王宮40年の傷を解決する驚くべき時刻表であった。 

 
2.最も大切なことをささげる献身をした。 
▲イテロ長老が神様に大きいことをささげたのではない。最も大切な
ことをささげた。モーセに羊飼いをさせたということは- 
1)モーセに財産管理を任せた。 
2)そこでお母さんに聞いたメッセージをみな整理するようになる。
(創世記) 
3)このモーセを神様がホレブ山に呼ばれたのだ。モーセにパロ王
の前に行って話しなさい。血のいけにえをささげに行くと話しなさ
い。 

▲献金をささげる時も祈ってささげなさい。国のわざわいが崩れるよ
うに、私たちがささげる献金を祝福してください。 

 
3.時代を生かす人々を選びなさい。 
▲千人隊長、百人隊長、五十人隊長、十人隊長の単語が出てきた。こ
の単語を先に使った人がイテロであった。 

1)才徳を兼ね備えた者を選びなさい。 
2)神様を恐れる者を(畏敬)選びなさい。 
3)誠実な力ある者を選びなさい。 
4)不正な利益を憎む者を選びなさい。 
▲こういう人を立てて、この契約はカナン地まで入って続く。ただ福音
のためにする献身は永遠に残る。 

 
＊結論 
▲これが完全に幕屋運動につながっていった。 
1)幕屋の中には至聖所の中に契約の箱が入っている。受ける答え、福
音のための答えは永遠に残る。 

2)三つの祭り-ますます証拠は起きる。 
3)カナン征服と世界福音化までつながって入る。 
▲これがみなさんの献身だ。私たちの教会にどんな働きが起きるか
は誰も知らない。みなさんが行く所に光の力は誰も防ぐことができ
ない。神様の祝福の知らせ、いやしの知らせが伝えられるようにし
てください！ 

1．できないことを味わいなさい 

1) 使1：1、3、8     2) 使1：14    3) 使2：1－47 

 

2．失敗者を重要視しなさい 

1) 使3：1－12   2) 使8：4－8   3) 使9：36－43 

 

3．別の成功、誤った成功、失敗した成功に注意しなさい 

1) 使13：5－12   2) 使16：16－18   3) 使19：8－20 

 

 

区域教材3課：Remnant運動の信仰の土台(マタ10：40－42) 

 

わたしの弟子だというので、この小さいものたちのひとりに、水一杯で

も飲ませるなら、まことに、あなたがたに告げます。その人は決して

報いに漏れることはありません。 (42節) 

 

序論 /  

 

本論 / 

1．神様の絶対主権 － Ⅰ歴29：10－14、Ⅰサム2：1－10、伝3：1－10、

イザ64：8 

2．歴史の主人公イエス・キリスト － エペ1：1－13、使1：1－11、4：12、

創3：15、ヨハ14：14、15：7、16：24 

3．聖霊のみわざと力 

  －ヨハ14：16－17、26－27、使1：8、Ⅰヨハ2：10－27、Ⅰコリ2：10－12 

4．聖書 (神様のみことば) 

  － Ⅱテモ3：14－17、へブ4：12、イザ40：8、マタ5：17－18、ヨハ1：1－

3、黙1：3 

5．信徒の価値 (神の神殿) 

  － ヨハ1：12、Ⅰコリ3：16、エペ4：11－12、Ⅰペテ2：9、詩16：3、詩

116：15 

6．まことの宣教地 (信徒の現場) 

  － マタ18：18－20、使18：1－4、創39：1－6、使1：13－14、ピリ1：6、

12－21 

7．生死と祝福と災いの主観者 (神様の統治) 

  － 詩139：1－10、マタ10：28－33、使81：1－16 

8．限りのある人生 (死とさばき) － へブ9：27、黙14：9－11、Ⅱコリ6：2 

9．天国と地獄 (来世の実存) 

  － ルカ16：19－31、マタ25：41－46、黙22：10－22 

10．伝道者の報い (最高の価値) 

  － マタ10：40－42、マコ10：29－30、ダニ12：3、Ⅰテサ2：19－20 

 

結論 / Ⅰコリ15：57－58  (一心、全心、持続) 

「しかし、神に感謝すべきです。神は、私たちの主イエス・キリストによっ

て、私たちに勝利を与えてくださいました。 

ですから、私の愛する兄弟たちよ。堅く立って、動かされることなく、い

つも主のみわざに励みなさい。あなたがたは自分たちの労苦が、主

にあってむだでないことを知っているのですから。」 



 

 

1)聖日1部(1月14日)→  絶望は絶望ではない (創40：13－23) 

▲私を生かして人を生かし、世界を生かす霊的サミット、技能サミット、文化サミットとして私を召されて、その証拠を与えて

時代を生かすようにしてくださり感謝します。神様がすでに私に与えられた答えを持って、どんな状況でもだまされずに、

私を生かしますように。どのような場合、どのような現場に行っても、答えを持った私によって現場を生かす時刻表を味わ

いますように。神様が残した別の時刻表を見て、神様のみわざで時代を生かして、毎日新しい力を得ますように。イエス・

キリストの御名によってお祈りします。アーメン。 

 

2)聖日2部(1月14日)→  次世代のために (創46：28－34) 

▲福音とみことばの流れを見て、そのみことばが成就される中で、祈りと力を回復して、福音を伝える神殿を建築すること

に献身させてくださり感謝します。世界福音化の契約を正しく握って、無能のわざわいを次世代に渡しませんように。真の

契約を握って、次世代に奴隷、捕虜、属国になる偶像わざわいを渡しませんように。ゴシェンの地での少しの幸せを味わ

って、文化わざわいを残さず、次世代を霊的サミット、技能サミット、文化サミットとして育てますように。イエス・キリストの

御名によってお祈りします。アーメン。 

 

3)区域教材(1月14日)→ 2課:レムナント運動の鍵(使徒11:19-30) 

▲私たちが考えなければならない聖書に一番重要な単語、鍵が→ 隠された者、散らされた者、残りの者だ。 

①隠された者(他の人が知らない状況の中にいる人だ)→ ヨセフ、モーセ、オバデヤ、7千弟子、エステル、使徒2:9-11,使徒

2:41,使徒8:26-40,使徒9:15,ローマ16:25-27 

②散らされた者(各地に散らされているのに、世界福音化の重要な道になる)→ 多民族、海外レムナント(信徒) 

③残りの者(神様が立ててしなければならない重要なことをする人々だ)→ 残った者、残れる者、残す者 

④結論→ 産業人、重職者の産業が隠された者、散らされた者、残りの者を見つけるのに用いられることを希望する。私た

ちの教会が世界福音化する教会であることが間違いないならば、必ず勝利するようになる。 

 

4)朝食会堂会集い(1月14日)→ 契約の中にある生活(それでは答えは付いてくる) 

①いやし(Ⅱテモテ1:4-5,創世記37:1-11)→ 幼いときに重要な霊的部分を知って契約を握れば大成する。 

②サミット(詩78:70-72)→ 小さいこと持って、祈り+生活(連結)→ 237か国福音運動! 

 

5)テキコの集い(1月14日)→ 霊的サミット、技能サミット、文化サミット 

①海外チーム→ 啓蒙(宣教地に入れば宣教師を派遣することができるようにさせなさい) 

②教役者チーム→ 教会信徒を個人化(キリストの弟子-ひとりで生き残れるように、ひとりが祈ることができて、ひとりでどこ

でも勝てるようにメッセージを与えてあげなさい) 

③テキコチーム→ どんな流れの中にあるかが重要だ。生かされるように流れの中にいるようにしなさい。 

④重職者チーム→ 生涯一つに集中 

▲霊的サミット-10分黙想(深い祈り)+24WITH+Fullness、技能能サミット-小さいこと+今日を最高に味わうこと+ただ発見/唯一

性味わうこと/再創造成し遂げること、文化サミット-見ないこと/行かないところ/できないこと+隠された者/散らされた者/

残りの者+237か国を生かす。 

 

6)牧会大学院(1月16日)-18日→  

①1講:いやしの神学的背景(ローマ3:10)-できる状況(ローマ3:10/ローマ3:23→ローマ5:8,12の根→キリスト,刻印/根/体質→

62、時が遅れた人→ただ聖霊/力/証人)+いやしの方向(神学-使徒1:1,講壇-使徒1:1,3,8,集い-使徒1:14,機関/聖日学校/区

域-使徒2:1-47,家庭-使徒3章/8章/13章/16章/19章) 

②2講:いやしの教会的背景(ローマ5:8)→ 教会講壇(礼拝)を通じて-感謝の根回復(救い感謝/救いの奥義/救いの力体験)+

聖霊と聖霊の満たし(からだ,心/考え,霊/たましい)+いやしの基準を変えてあげなさい(Ⅱコリント12:1-10,ピリピ3:1-21,ロー

マ16:25-27) 

③3講:サミットの神学的,聖書的背景(理由,創世記12:3)→ みなさんだけが知っていること(12の問題-主人がサタン,宗教と3団体

の背景-サタン文化,成功者が残したこと-わざわい時代→ ただの理由)+科学/医学/経済ができないこと(聖書-福音弟子,教

会-天国の家族弟子,成功/経済-光の経済弟子,強大国滅亡-福音運動弟子,弱小国-啓蒙福音弟子→ 唯一性の理由)+探し出

せること(信仰が英雄/レムナント7人/ヘブル11章/ローマ16章人物,ピリピ3:1-21,ローマ16:25-27→ 再創造の理由) 

④4講:サミットの教会的背景(方法-使徒1:8)→ レムナント7人(わざわい時代を防いだ)+ヘブル11章信仰の英雄(死-勝利-ヘ

ブル11:38)+初代教会(世界福音化-使徒1:1/3/8私を生かすこと,使徒2:1-47他の人を生かすこと,使徒3:1-使徒28:31時代を

生かすこと)→ 結論は霊的サミット,技能サミット,文化サミット 

⑤5講:いやし学校(使徒19:8-20)→ 学校で習った誤った病気(10の奇跡-征服病,戦争狂,死傷兵,Ⅱ列王5:1-10隠れた病気,使

徒1:3病気になっている国)+世の中現場(家系で始まった病気-使徒3:1-13,使徒8:4-8,使徒13:1-12,使徒16:16-18,使徒19:8-

20)+完全に崩れた病人(いやしチーム,いやし学校-福音的内容,聖書的方法,科学的/客観性,医学的/主観性,霊的/霊的い

やし)→ 結論はいやしは、からだ,心/考え(精神),霊魂(霊)を生かすことだ。 

⑥6講:サミット学校→ 教会のサミット訓練(使徒1:1,3,8→ 62,修学旅行,善行旅行)+現場のサミット訓練(使徒13章,16章,19章→ 

学舎,ミッションホーム,宣教館,地教会,RUTC)+時代サミット(エペソ6:10-20→ 使徒17:1-2,使徒18:4,使徒19:8-10)→ サミット

訓練のかぎは“Exodus”だ。そして、結論は感謝+献身+いのちをかけるのだ。(教会→ただ福音運動するように・・・) 

 

7)産業宣教(1月20日)→ (プサン連合会礼拝)-神様の隠された計画(使徒1:3) 

▲サミットに行きなさい→ 霊的サミットへ行く答えを見つけなさい(救い+祈り)。そうすれば、技能サミットになる。文化サミッ

ト(証人)に行きなさい。この三つを常に祈りなさい。教会もサミットを見つけなさい。神様が準備しておかれた産業+教会+

伝道のサミットを見つけなさい。 

①だめなことに挑戦しなさい-神様が造られた私、与えられた私のこと、私の現場(使徒1:1,3,8).だめなことを握って味わうこと

がおもしろくなければならない。 

②誰も行かないところに行きなさい-落とし穴(創世記3章,6章,11章),枠(使徒13章、16章、19章)、わな(個人) 

③誰もできないことをしなさい-霊的いやし(創世記3:15)+霊的サミット(エペソ6:12) 

④結論:祈り24→ ビジョン(神様のことが私のこととし見えて、今日が未来と関連にすると見えて、私の産業が世界福音化と

関連すると見える) 

 

8)伝道学(1月20日)→ 真の伝道者(使徒1:14) 

▲属国,わざわい,十字架の状況にある私たちに本当に必要なことは神様の力の奥義だ。神様の力を目標にすれば、3つが

見える。だめなことをできるようにする奥義(使徒1:1,3,8,14,使徒2:1-47)+失敗者を生かす奥義(使徒3:1-12,使徒8:4-8,使徒

9:36-43)+わざわいの火種(他の成功/違った成功/失敗する成功)に答えを与える者(使徒13:5-12,使徒16:16-18,使徒19:8-

20)→ 当然,必然,絶対的に、この答えを味わいなさい。伝道者は難しいほど神様の幸せを見つけて味わわなければなら

ない。今、みなさんの心と姿が重要だ。堂々と伝道者として行きなさい。みなさんが蒔いた種は、後ほど実として出るよう

になる。そのような日が確かにあるだろう。 

 

9)核心訓練(1月20日)→ レムナントデイ(学院福音化)-コリント人への手紙第二 

▲サミットを探しなさい! 

①第1課: 誤った者を赦す(Ⅱコリント2:5-11)→ サミットの開始(赦し-Ⅱコリント2:11) 

②第2課: 土の器に入った宝(Ⅱコリント4:1-15)→ サミットのアイデンティティ(宝が入った器) 

③第3課: 蒔いた分だけ刈り取る(Ⅱコリント9:6-15)→ サミットの集中(蒔いた分だけ刈り取る-時刻表) 

④第4課:パウロの誇り(Ⅱコリント12:9)→ サミットの力(最高の霊的サミット) 

⑤結論-霊的サミット(霊的力)+技能サミット(強い者に勝つ力)+文化サミット(世界福音化) 

 

10)区域教材(1月20日)→ 3課:レムナント運動の信仰の土台(マタイ10:40-42) 

週間メッセージの流れ(2018.1.14.-2018.1.20.) 


